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日
本
共
産
党 

松
本
　
春
男 

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

近
藤
　
秀
二 

　
問
　
本
市
の
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
、

地
元
農
産
物
の
う
ち
供
給
可
能
な
肉
、
鶏

卵
、
季
節
野
菜
を
使
用
す
る
よ
う
繰
り
返

し
要
請
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
鶏

卵
の
使
用
に
続
き
、
豚
肉
に
つ
い
て
も
畜

産
協
会
、
農
協
、
産
業
振
興
課
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
四
者
が
、
使
用
に
向
け
具
体
的

に
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
現
在

の
使
用
状
況
と
こ
の
件
に
関
し
農
業
委
員

会
の
考
え
は
。
ま
た
、
民
間
を
含
め
た
保

育
園
で
の
地
元
産
の
使
用
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。
食
育
の
観
点
で
は
、
そ
の
日
の

給
食
の
食
材
に
つ
い
て
、
生
産
者
が
直
接

児
童
に
話
を
す
る
機
会
を
も
て
な
い
か
。 

　
答
　
給
食
の
食
材
の
う
ち
鶏
卵
と
豚
漬

け
は
従
来
か
ら
地
元
産
で
あ
り
、
四
月
か

ら
の
八
カ
月
間
で
鶏
卵
二
九
回
、
二
、
八

五
一
㌔
㌘
、
豚
漬
け
四
回
、
六
二
四
㌔
㌘

で
、
豚
肉
も
一
四
回
、
七
五
二
㌔
㌘
を
使

用
し
た
。
農
業
委
員
会
で
は
、
地
元
産
の

使
用
は
食
へ
の
関
心
や
農
業
へ
の
理
解
が

深
ま
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
拡
大
を
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
立
保
育
園
で
は
、

七
月
か
ら
現
在
ま
で
に
季
節
野
菜
な
ど
を

九
回
使
用
し
て
お
り
、
民
間
で
も
来
年
度

の
開
始
に
向
け
て
農
協
と
検
討
し
て
い
る
。

学
校
で
は
、
畑
作
や
稲
作
の
体
験
学
習
を

通
し
て
生
産
者
か
ら
直
接
学
ん
で
お
り
、

今
後
は
畜
産
関
係
の
方
も
紹
介
し
た
い
。 

（
他
に
「
農
業
委
員
会
と
し
て
綾
瀬
の
農

業
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
」

「
バ
ス
交
通
に
つ
い
て
」
を
質
問
） 

神
奈
川
ネ
ッ
ト 

渡
部
　
市
代 

　
問
　
福
祉
の
概
念
を
大
き
く
変
え
た
介

護
保
険
制
度
が
、
今
年
四
月
に
大
き
く
改

定
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
社
会
全
体
で
高

齢
者
の
介
護
を
支
え
、
自
立
し
た
生
活
を

支
援
す
る
と
い
う
理
念
の
実
現
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
介
護
予
防
が
非

常
に
大
切
で
あ
る
。
介
護
予
防
事
業
は
継

続
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
意
識

づ
け
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
側
が

示
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
今
後
、
介

護
予
防
の
必
要
性
の
周
知
や
継
続
性
の
確

保
等
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
が
必
要
と
考
え
る

が
、
本
市
で
は
体
力
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

食
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
観
点
か
ら
介
護
予
防

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。 

　
答
　
市
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
基
本

健
康
診
査
受
診
者
か
ら
医
師
が
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
判
断
し
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
個
別
の
介
護
予
防
プ
ラ
ン

を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
高
齢
者

福
祉
会
館
に
て
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

っ
て
お
り
、
三
カ
月
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

終
了
後
も
Ｏ
Ｂ
会
を
組
織
し
て
活
動
が
継

続
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
食
の
自
立
支
援

は
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
重
要
と
考
え
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
や
ミ
ニ
サ
ロ
ン
を
充
実
し

拡
大
し
て
い
く
。
フ
ッ
ト
ケ
ア
は
、
既
に

生
き
が
い
大
学
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入

れ
て
い
る
が
、
今
後
は
地
域
の
健
康
講
座

等
で
も
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。 

（
他
に
「
不
登
校
支
援
に
つ
い
て
」
を
質

問
） 

　
問
　
小
・
中
学
校
で
は
、
ゆ
と
り
教
育

の
移
行
で
授
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
子
ど

も
に
教
え
る
時
間
が
足
り
な
い
状
況
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
今
後
は
さ
ら
に

効
率
の
良
い
、
分
か
り
や
す
い
授
業
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
教
育

が
非
常
に
有
効
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
市

で
は
、
各
教
室
に
設
置
し
た
パ
ソ
コ
ン
を

活
用
し
、
学
習
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス

ク
リ
ー
ン
を
一
体
と
し
て
本
来
の
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ｅ
―

ラ
ー
ニ

ン
グ
世
界
一
の
韓
国
の
よ
う
に
各
教
室
に

こ
れ
ら
を
一
体
で
設
置
し
な
い
か
。 

　
答
　
現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
ス
ク

リ
ー
ン
は
学
年
に
一
台
、
パ
ソ
コ
ン
は
単

体
で
各
教
室
に
配
置
し
、
工
夫
し
な
が
ら

効
果
的
に
活
用
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
授
業
は
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
大
変

効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
や
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
整
備
に
よ
り
、
情
報
収
集
な
ど
利
便
性

の
向
上
や
授
業
の
幅
の
広
が
り
が
期
待
で

き
る
が
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
こ
れ

ら
を
含
め
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
認
識

し
、
効
果
的
な
方
法
、
役
割
分
担
、
実
施

時
期
な
ど
を
議
論
し
た
上
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。 

（
他
に
「
教
育
委
員
会
の
役
割
り
に
つ
い

て
」
「
綾
瀬
市
の
年
間
販
売
額
を
増
加
さ

せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
質
問
） 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
行

政
（
一
般
事
務
）
全
般
に
わ
た
り
、

市
側
に
対
し
事
務
の
執
行
の
状
況
及

び
将
来
に
対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て

所
信
を
た
だ
し
、
あ
る
い
は
報
告
、

説
明
を
求
め
、
ま
た
は
疑
問
を
た
だ

す
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

　
質
問
は
、
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議

案
と
は
関
係
な
く
、
市
の
一
般
事
務

に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
議

案
に
関
す
る
質
疑
と
は
本
質
的
に
異

な
り
、
質
問
に
は
意
見
を
加
え
て
も

差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
議
員
主
導
に
よ
る
政
策
論

議
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
質
問
す
る
議

員
は
も
ち
ろ
ん
、
受
け
る
執
行
機
関

も
十
分
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
た
め

通
告
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
本
市
議
会
で
は
、
通
告
の
際
に
質

問
の
方
法
（
一
括
ま
た
は
一
問
一

答
）
を
選
択
し
、
議
員
個
人
が
質
問

す
る
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
一
括
方
式
】
第
一
回
目
の
質
問
は

通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま
と
め

て
行
い
、
再
質
問
は
必
要
な
も
の

を
ま
と
め
て
行
う
方
式
。
再
質
問

の
回
数
は
二
回
ま
で
と
し
、
質
問

時
間
は
五
十
分
以
内
。 

【
一
問
一
答
方
式
】
第
一
回
目
の
質

問
は
通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま

と
め
て
行
い
、
再
質
問
は
一
問
ご

と
に
行
う
方
式
。
五
十
分
の
時
間

制
限
内
で
あ
れ
ば
再
質
問
の
回
数

は
無
制
限
。 

　 

佐
竹
　
百
里 

　
問
　
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
の
増
加
に

よ
り
登
下
校
時
の
見
守
り
が
強
化
さ
れ
、

本
市
に
お
い
て
も
、
学
校
ご
と
に
登
下
校

時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
青
少
年
健
全
育
成
会
や
自

主
防
犯
グ
ル
ー
プ
も
そ
れ
ぞ
れ
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
子
ど
も
を
見
守
る
目
が
増

え
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
に
よ
っ

て
は
活
動
時
間
が
ま
ち
ま
ち
で
、
登
下
校

時
の
見
守
り
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
降
の

午
後
三
時
か
ら
五
時
の
間
が
空
白
に
な
っ

て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
の
時
間
帯
の

見
守
り
は
ど
う
補
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

一
一
〇
番
の
家
の
見
直
し
や
パ
ト
ロ
ー
ル

団
体
間
の
横
の
連
携
が
必
要
で
は
。 

　
答
　
各
学
校
で
は
通
学
指
導
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
り
子
ど
も
達
の
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
帰
宅
時
間
が
ば
ら
ば
ら

な
た
め
、
下
校
時
の
見
守
り
が
課
題
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
自
治
会
や
高
齢
者

を
中
心
と
し
た
自
主
防
犯
グ
ル
ー
プ
に
加

え
、
今
年
三
月
か
ら
、
朝
夕
の
犬
の
散
歩

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
市
民
に
防
犯
ジ

ャ
ン
パ
ー
等
を
貸
与
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を

お
願
い
し
て
い
る
。
一
一
〇
番
の
家
に
つ

い
て
は
、
設
置
か
ら
五
年
が
経
っ
た
昨
年

に
見
直
し
、
コ
ン
ビ
ニ
等
即
駆
け
込
め
る

家
に
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ト
ロ

ー
ル
団
体
間
で
横
の
連
携
を
十
分
に
と
り
、

効
果
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。 

（
他
に
「
学
習
支
援
者
の
配
置
に
つ
い
て
」

を
質
問
） 

議
案
は
、こ
の
よ
う
に 

審
議
さ
れ
ま
す 

市長や議員 
が提出 

委員会で審査をしないもの 

市長に結果を送付 

意見書は国・県など 
関係行政庁に提出 

本
会
議
で
議
案 

の

提

案

説

明

 

議
案
に
対
す
る
質
疑 

本
会
議
で
委
員
会
の 

審
査
結
果
を
報
告 

報
告
に
対
す
る
質
疑 

討
　
　

論（
　
　
） 

所
管
委
員
会
に
付
託 

（
審
査
を
任
せ
る
こ
と
） 

委

員

会

審

査

 

賛
成 

反
対 

採
　
　

決（
　
　
） 

可
決 

否
決 

市役所南側広場に、１２月１６日から１月１５日まで、約１万５千個のイルミ 
ネーションが幻想的な光を放ち、道ゆく人々の心をいやしてくれました 


